
第２回五泉市総合計画審議会 

次 第 

 

日時：1月 27日（金）13：30 

会場：五泉市役所 401会議室 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

 

３ 本日の説明 

 

４ 議 事 

（１）審議（後期基本計画について） 

※テーマ④～⑩ 

 

５ その他 

・次回のスケジュールについて 

 

６ 閉 会 

 



①【施策番号２４】防災意識の高揚と防災施設整備の推進（５６ページ）

〈今後の取り組み〉
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●防災情報提供事業
●防災行政無線整備事業

第１次五泉市総合計画後期基本計画（原案）　正誤表

４　迅速な情報伝達の充実

４　迅速な情報伝達の充実

　災害時において、防災行政無線により現場との連絡手段を確保
し、より迅速で正確な情報を伝えるための情報伝達手段の構築に努
めます。
　また、火災や地震、台風や大雨などのさまざま災害情報など、
ホームページ等を活用した情報提供により、二次災害等の防止に努
めます。

　災害時において、防災行政無線により現場との連絡手段を確保
し、より迅速で正確な情報を伝えるための情報伝達手段の構築に努
めます。
　また、火災や地震、台風や大雨などのさまざま災害情報など、
ホームページ等を活用した情報提供により、二次災害等の防止に努
めます。

（誤）

（正）
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施策番号 １ 「生きる力を育む教育の推進」 

質問事項 特別支援教育及びいじめ・不登校の状況とその対応について 

 

●特別支援教育について 

特別支援学級を開設している学校は、現在、小学校 11 校中８校、中学校は５校

全校で、特別支援学級に在籍している児童生徒数は、小学校で 50 名、中学校は

20 名となっています。知的障害、自閉症・情緒障害、肢体不自由など特別な支援

を要する児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに対応し適切な指導を行うため、各

学校に学習指導補助員や介助員を配置しています。 

 

●いじめについて 

【現 状】 

平成 22 年度に発生しました五泉市での「いじめ」の認知件数は、小学校５件、

中学校 10 件であり、その内容は、小学校では、「悪口・いやがらせ」、中学校では、

「仲間はずれ、嫌がらせ、ネット上での誹謗」が主なものとなっています。 

【対 策】 

児童生徒が主体となった「いじめゼロスクール運動」などを各学校で実施する

とともに、家庭や地域と一体となっていじめ根絶に取り組んでいます。また、早

期発見・早期解決のために、生活アンケート等を実施・分析するなど児童生徒の

心の内面をきめ細かく把握するとともに、発見した時には「報告・連絡・相談」

の基本に沿った行動を即座に行えるよう努めています。 

 

●不登校について 

【現 状】 

平成 22 年度の五泉市における不登校児童生徒数は、小学生が 15 名、中学生は

42 名であり、児童生徒の心の問題、友人関係、家族関係などがその主な原因であ

ると考えています。 

【対 策】 

児童生徒の状況を継続的に把握し、きめ細かな指導・支援を行うように努め、

また、小・中学校の円滑な接続を図るとともに、状況に応じ、カウンセラーの活

用や関係機関との連携強化を図ることとしています。 

 



- 2 - 

 

施策番号 ７ 「文化財の保護と活用の推進」 

質問事項 
指定文化財等の保存と整備についての具体的な取組につい

て 

 

五泉市には、現在、１の国指定文化財、７の県指定文化財、33 の市指定文化財、

12 の国登録有形文化財、合わせて 53 の指定・登録文化財が現存しています。（別

紙１参照） 

 市内に点在する有形・無形・民俗文化財、天然記念物、名勝の保護、保存に努

め、後世に伝え残すため様々な取組を行っており、具体的には以下のとおりです。 

① 文化財の保存に良好な環境を保全、整備するための作業を関係団体等に委託。 

（大蔵遺跡周辺の環境整備（除草作業）など）  

② 良好な状態で保存がなされるよう文化財所有者（管理者）に協力を要請。 

③ 文化財の周知を図るため、説明看板や標柱を設置。 

④ 文化財の保存を支援するため、改修等にかかる経費に補助金を交付。 

                （慈光寺スギ並木樹勢回復事業の支援など） 

 

施策番号 ６ 「図書に親しむ環境整備の推進」 

質問事項 図書館と本町通りを結ぶ市道の整備について 

 

平成 23 年 12 月市議会定例会において、図書館と本町通り（県道新津村松線）

を結ぶ市道の整備について一般質問があり、「平成 24 年度において消雪パイプを

設置する予定であり、冬期間の利便性は向上するものと考えている。」としてお

ります。 
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施策番号 ８ 「高齢者の社会参加の推進」 

質問事項 
五泉市シルバー人材センターについて、会員登録から会員

への仕事の配分方法、日当等どうなっているのか。 

１．会員の定義 

次のいずれにも該当する者で、理事会の承認を得たもの。 

(1)正会員 

①五泉市に居住し、原則として６０歳上の者であること。 

②健康な者であって、臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業を

通して自己の労働能力を活用し、それによって自らの生きがいの充実及び社会参加

等を希望する者であること。 

(2)賛助会員 

五泉市内に住所又は事務所がある個人又は団体で、シルバー人材センターの目的に

賛同し、事業に協力する者で理事会の承認を得たもの。 

２．入会・退会方法 

理事長宛てに入会申込書を提出し、理事会の承認を受けなければならない。 

退会する場合は、理事長宛てに書面でその旨を申し出なければならない。 

３．会費 

正会員及び賛助会員は、総会において別に定める会費を納入しなければならない。 

①正 会 員・・・年額 2,000 円 ②賛助会員・・・    0 円 

４．仕事の受注・配分方法 

(1)受注 

受注受け付け及び作業条件に関する交渉は、シルバー人材センターが一括して行う。 

(2)配分 

 入会時に会員の就業希望を把握して、概ね会員経験の長い人から順に声掛けをする。 

５．配分金 

金額は「配分金規約別表」（別紙２）に依るものとし、翌月 15 日までに支払う。 

６．近年における事業概要 
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施策番号 ８ 「高齢者の社会参加の推進」 

質問事項 高齢化率の推移について 

  

平成 18 年度における高齢化率は 25.7%であり、総合計画における平成 28 年度

の高齢化率の推計では 32.2%としています。 

 平成 23 年度における県内市町村の高齢化率は別紙３をご覧ください。 

なお、本表は新潟県が推計した市町村人口をもとに算出した高齢化率であるた

め、計画（案）にある住民基本台帳人口をもとにした五泉市の高齢化率とは同数

値にはなりません。  
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